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坂
出
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
案
に

つ
い
て
、
当
局
よ
り
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
及
び
長

期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
の
課
税
特
例
の
創
設
に

つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
異
議
な
く
原
案
を
了
承
し
た
。

　

ま
た
、
坂
出
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
案
に
つ
い
て
、
当
局
よ
り
、
現
在
稼
働
し
て
い
る
、

石
油
な
ど
の
危
険
物
の
貯
蔵
及
び
取
り
扱
い
を
行
う
特
定

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
等
に
対
し
、
耐
震
性
を
強
化
す
る
観

点
か
ら
、
新
た
な
技
術
基
準
を
設
け
、
指
定
さ
れ
た
期
限

ま
で
に
新
基
準
へ
の
適
合
を
求
め
る
一
方
、
石
油
類
の
需

給
調
整
等
の
理
由
か
ら
一
時
的
に
休
止
し
て
い
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
再
開
日
の
前
日
ま
で
新
基
準
へ
の
適
合
期
限

を
延
長
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
異
議
な
く
原
案
を
了
承

し
た
。

　

坂
出
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
案
に
つ
い
て
は
、
当
局
よ
り
、
消
防
機

関
と
医
療
機
関
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
構

築
し
、
救
急
搬
送
と
受
け
入
れ
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た

め
、
消
防
法
の
一
部
が
改
正
、
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
引
用
部
分
の
整
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
異
議
な
く
原
案
を
了
承
し
た
。

総
務
消
防
委
員
会

▼
条
例
の
一
部
改
正
案
３
件
を
了
承

　

当
局
よ
り
、
先
般
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
建
議
を
踏
ま
え
、
番
の
州
プ
ー
ル
の
今
後
の
あ
り

方
に
関
し
て
は
、
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
今
後
の
運

営
に
は
多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
、
ま
た
、
毎
年
多
額

の
赤
字
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
市
内
に
は
各
学
校

プ
ー
ル
や
角
山
温
水
プ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
等
も
勘
案
し
、

今
年
度
を
も
っ
て
所
有
者
で
あ
る
香
川
県
に
返
還
す
る
と

の
方
針
が
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
は
、
限
ら
れ
た

貴
重
な
予
算
を
学
校
プ
ー
ル
等
の
改
修
整
備
に
重
点
的
に

充
て
て
い
き
た
い
と
の
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
各
委
員
か
ら
、
番
の
州
、
学
校
、
角
山
温

水
プ
ー
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
利
用
・
使
用
目
的
が
異
な
り
、
同

一
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
や
、
結
論
を
急
ぐ

の
で
は
な
く
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
く
中
、
１
年
程
度

を
か
け
て
十
分
に
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
等
が
相
次
い
で

出
さ
れ
、
当
委
員
会
と
し
て
協
議
し
た
結
果
、
収
益
が
悪

化
し
た
要
因
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、
費
用
の
削

減
や
、
来
場
者
の
増
加
対
策
に
関
す
る
議
論
を
徹
底
す
る

な
ど
、
ま
ず
は
維
持
、
存
続
の
可
能
性
を
探
求
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
、
当
局
に
強
く
要
請
し
た
上
で
、
仮
に
や

む
を
得
ず
県
に
返
還
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
番
の
州
プ
ー
ル
の
役
割
に
か
ん
が
み
、
子
供
た
ち

に
夢
と
希
望
を
与
え
る
よ
う
な
方
向
で
跡
地
を
利
用
す
る

よ
う
、
県
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
た
。
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▼
番
の
州
プ
ー
ル
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

　

個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
つ
い
て
の
審
査

過
程
に
お
い
て
、
当
局
よ
り
、
本
案
は
、
坂
出
港
港
湾
整

備
事
業
の
経
営
健
全
化
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

委
員
よ
り
、
本
案
が
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
こ
と
に
一

定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
現
時
点
で
経
営
健
全
化
計
画

の
方
向
性
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
経

費
を
投
じ
て
実
施
す
る
こ
と
に
関
し
、
費
用
対
効
果
の
観

点
か
ら
、
そ
の
必
要
性
を
疑
問
視
す
る
意
見
が
出
さ
れ
、

当
局
に
そ
の
見
解
を
求
め
た
。

　

当
局
か
ら
は
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
経
営
健
全
化
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
監
査
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
し
て
、
本
案
に
対
す
る
理
解
を
求
め
た
上
で
、
当
該

監
査
に
つ
い
て
は
、
高
額
な
契
約
金
額
に
は
な
ら
な
い
見

込
み
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
よ
り
、
当
該
監
査
の
必
要
性
に
は
な

お
疑
問
が
残
る
も
の
の
、
本
案
が
法
律
の
規
定
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
た
に
経
費
を
投
じ
て
実

施
す
る
以
上
は
、
そ
の
監
査
結
果
を
経
営
健
全
化
計
画
の

内
容
に
十
分
に
反
映
さ
せ
、
当
該
事
業
の
早
期
の
経
営
健

全
化
に
資
す
る
よ
う
要
望
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
異
議

な
く
原
案
を
了
承
し
た
。

▼
坂
出
港
港
湾
整
備
事
業
の
早
期
の
経
営
健
全
化
を

都
市
建
設
委
員
会


